
【英 科】

はじめに

平成14年度から全面実施となった学習指導要領も3年目を迎える。評価についても,これまでの相

対評価から,観点別目標に準拠した評価(いわゆる絶対評価)に移行した。私を含む現場の教師は日々

の授業の中で,生徒をどぅ見取り,どのように評価していくべきなのか試行錯誤してきた2年間では
なかったであろうか。

学習指導要領における外国語科の目標は「外国語を通じて,言語や文化に対する理解を深め,積極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り,聞くことや話すことなどの実践的コミュ

ニケーシヨン能力の基礎を養う。」とある。特に強調されているのが「聞くこと・話すこと」という

口頭でのコミュニケーシヨン能力であるが,本研究ではその2つの力に限らず,基礎・基本的な英語
力を生徒が身につけるにはどのような指導を行ない,評価し,その評価を次の指導にどぅ生かしてい
くと効果的であるかを,実践を通して老察していきたい。

英語科における指導と評価の実践
~豊かな表現力をはぐくむ評価の方法を求めて~

上田

1 研究の基盤
(1)英語科では何を指導するのか

学習指導要領における外国語科の目標は前述したが,そこに示されているものは次の3項目で
ある。

①外国語を通じて,言語や文化に対する理解を深める。

②外国語を通じて,積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。

③聞くこと話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う。

中学校英語科ではこの「目標」を受けて次の4つの観点に基づき,指導計画が立てられ,授業
が展開され,評価が行われていく。

《コミュニケーションへの関心・意欲・態度》

コミュニケーションに関心を持ち,積極的に言語活動を行い,コミュニケーションを図ろうとする。

《表現の能力》

初歩的な外国語を用いて,自分の考えや気持ちなど伝えたいことを話したり,書いたりして表
現する。

《理解の能力》

初歩的な外国語を聞いたり,読んだりして,話し手や聞き手の以降や具体的な内容など相手が
伝えようとすることを理解する。

《言語や文化についての知識・理解》

初歩的な外国語の学習を通して,言語やその運用についての知識を身につけるとともにその背
景にある文化などを理解している。

学習指導要領改訂に伴い,本校では「年間評価計画」(別表D と「単元別評価計画」(別表2)

を作成し,年問を通じて単元ごとにどのような指導を行い,また評価していくのかを一覧形式に

まとめた。必修教科としての英語もさることながら,選択教科としての英語についても作成して

いる。(本研究では必修教科としての英語の指導と評価に視点をあてたものであるので,選択教
科についての言及は控えたい。)

年間評価計画を作成するにあたって次のような事項に配慮をした。

①年間を通じて4技能(聞く・話す・読む・書く)がバランスよく配置されていること
②単元ごとに評価規準を簡潔にまとめて表記すること

また,単元別評価計画を作成するにあたっては次の2つについて配慮した。

①年間評価計画を受けて,単元ごとにより詳しい評価規準を表記すること

②評価の元になるもの(何を用いて評価するのか)を観点別に表記すること

陽 郎
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(別表1)年間指導計画英語科2年

月
課・題
名目

ガイダンス
・これから1年間

の英語学習の見
通しを持つ。

4

第1課
Bob'S S1剣 in JaP肌
オーストラリアか

らの中学生

・規則動詞の過去
形について確認
することができ

る。

・英語学習の仕方
のガイダンスを

聞く。

・スピーチ活動の

確認をする。

上 田

時数

・1年の復習
(-edを中心に)

・接続詞When
・オーストラリア

の生活,社会な
どについて知る。

・オーストラリア

での日本語学習
について知る。

コミユニケーションへの

関心・意欲・態度

陽

第 2 課Mukami'S

Threeιanguages

あなたの母語は何?

・不規則動詞の過
去形を学ぶ。

郎

・これからの学習

方法を理解する
ことができる。

5

表現の能力

オーストラリア

の文化や学校事

情に興味を持つ
ことができる。

春休みに友達が
したことを聞く

ことができる。

. wen t,~.

・ Did you go ~?

・ 1did not go ~

・ケニアにおける

言語事情を知る。

・多言語使用地域
における母語と

共通語の役割に
ついて考える。

要点をメモしな
がら話を聞く こ

とができる。

4

(別表2)

第 1課 Bob's slay in Japan (4時間)

理解の能力

・接続詞Wh飢を用
いて自分のこと

を表現すること
ができる。

・会話を役割分担

して言うとき,
感情をこめるな
どして言うこと

ができる。
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・不規則動詞の過

去形を用いて,

自分の行動を表
現しようとする
ことができる。

・多言語使用地域
における母語,

共通語,公用語
の関係について

調べ,それを発
表しようとする
ことができる。

時

言語や文化にっいての

知識・理解

1

主な学習
活動・内容

4

OBobの自己紹介
を読んで内容を
とらえる。

0過去形疑問文を
用いて友だちの
行動について質
問する。

OBobと久美の対
話をとらえる。

0オーストラリア
での日本語学習
について

030bとK印の対話
をとらえる。

0オーストラリア
のスポーツにつ

いて

0IET'S C0迅仙NICATE!

教科書本文を読

み,その内容を
日本語で言うこ
とができる。

友達の春休みの
行動を理解する
ことができる。

・不規則動詞の過
去形を用いて自

分のことが表現
できる。

・相手に過去のこ
とを聞く文を作
りたずねること
ができる。

2

ア.関心・意欲

・規則動詞過去形
の運用を理解し
ている。

・オーストラリア

の日本語学習に

ついて,理解し
ている。

0積極的に質問活
動に参加してい
る。(生徒観察,
ワークシート等)

・教科書本文を読

み,その内容を
日本語で言う こ

とができる。

・教師や友達の英

語を聞いて,何
時に何をしたか
をおおむね理解
できる。

価

イ.表

3

方

0自己紹介で使わ
れる日本語のあ
いさつを英語で
表現することが
できる。(発表等)

オーストラリアからの中学生

・不規則動詞の活

用,疑問文・否
定文を理解して
いる。

・ケニアの3つこ

とばの役割につ

いて,理解して
いる。

法

0聞き取り教材の
準備

4

現

0オーストラリア
のスポーツ(ク
リケットやフッ

トボール等)に
ついて積極的に
調べようとする。
(ワークシート

等)

0自分の身近な事
柄について,
日やったことな
ど過去形を用い
て書くことがで
きる。(ノート等)

ウ

基

0自己紹介を聞き,
その内容を日本
語で言うことが

できる。(発表等)

理

準

解

等

ODid you~?
文を用いて, 'ロ

去の事実につい
てたずねること
ができる。また,

それに答えるこ
とができる。

(生徒観察,ワー
クシート)

Owh肌の節を用
いて,「~する
とき,・ーだ」の
説明文を言う こ

とができる。

0春休みに友だち
がやったことに

ついて英語で書
くことができる。

0過去の事実につ
いての疑問文と
その応答文を聞
き,対話の内容
を理解すること
ができる。

工

単元終了後の評価

知

0オーストラリア
の日本語学習に
ついて理解して
いる。(発表,
ワークシート)

識

・ワークシート

配慮事項

0晰印の節を用
いた,「~する
とき,・・だ」
説明文を聞いて,
その内容につい
て日本語で説明
することができ

る。

0テープの登場人
物A'UⅢiko, sac
hi, chiakiが春
休みにやったこ
とを聞き取り,
どこで,何をし
たかについて日

本語で言うこと
ができる。

学習記録表

07ークシートの
準備

0質問活動中にお
ける対話の磁忍・
支援

0オーストラリア
についての補助
教材の準備

・ワークシート・ワークシート

評

習
容

学
内

な
動

主
活

材
標



(2)何をどう評価していくのか

① 4つの観点を何を規準に評価していくのか

評価するにあたって,4つの観点をもとに評価していくことは前述したが,それでは生徒の

学習活動のどのような場面で,また何に基づいた評価をしていくのかということが重要になっ

てくる。もちろん教師の指導がなければ生徒の活動も展開されないわけであるから,どんな指
導をおこなうかがそのまま生徒の評価につながっていくといっても過言ではないであろう。

平成14年2月に国立教育政策研究所から発表された「評価基準の作成,評価方法の工夫改善

のための参考資料一評価規準,評価方法等の研究開発(報告)ー」によると,「外国語科では,
学習指導要領の内容の言語活動における「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」を

内容のまとまりとして,これらごとに評価規準を作成した。」とある。内容のまとまりごとの

評価規準の詳細についてはここでふれることを控えるが,詳細は次のホームページに掲載され

ているので御覧いただきたい。(http://WW. nier. go.jp/kaihatsu/houkoku/st部ikokU即. pdD
それぞれの観点ごとには次のような視点から生徒の活動を評価するように書かれている。

《コミュニケーションへの関心・意欲・態度》

ア言語活動への取組

イコミュニケーションの継続

《表現の能力》

ア正確な発話・音読・筆記

イ適切な発話・音読・筆記

《理解の能力》

ア正確な聞き取り・読み取り

イ適切な聞き取り・読み取り

《言語・文化に関する知識・理解》

ア言語に関する知識

イ文化に関する理解

例として,表現の能力にかかわる【話すこど【書くこと】の評価規準の具体例を挙げてみる。

英語科における指導と評価の実践

【「話すこと」の評価規準の具体例】

コミユニケーションへの

関心・意欲・態度

(言語活動への取組)
・間違うことを恐れず自分
の老えなどを話している。

・言語活動において,自ら
学んだ表現などを使って
いる。

・関心をもって質問してい
る。

・ペアワークやグループワー
クなどにおいて必要に応
じて協力しあっている。

(正確な発話)

・正しい強勢,イントネー
ション,区切りなどを用
いて話すことができる。

・文法に従って正しく話す
ことができる。

・話そうとすることを聞き
手に正確に伝えることが
できる。

表現の能力

(コミュニケーションの継
続)
理解してもらえるように,
別の語句や表現で言い換
えたり,説明して伝える
などの工夫をしている。

つなぎ言葉を用いるなど,
不自然な沈黙をせず話し
続けている。

理解の能力

(適切な発話)
・伝えたい内容,場面,相
手によって語句や表現を
選択し話すことができる。

・聞かれたことに対して適

切に応答することができ
る 0

・適切な速さや声の大きさ
で話すことができる。

・相手の理解を確認しそれ
に応じて話すことができ
る。

言語や文化についての
知識・理解
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(言語についての知識)
・単語の発音の違いなど語
句や文を正しく発音する
知識を身に付けている。

・場面や状況による強勢や
イントネーションの違い

を理解している。
・語句や文の使い分けがわ
かる。

・場面や状況にふさわしい
表現を知っている。

・文構造についての知識が
ある。

(文化についての理解)
家庭,学校や社会におけ
る日常の生活や風俗習慣
などを理解している。
人々のものの見方や考え
方などの違いについて理
解している。



【「書くこと」の評価規準の具体例】

コミユニケーションへの

(言語活動への取組)

・間違うことを恐れず自分

の考えなどを書いている。

・ペアワークやグループワー

クなどにおいて必要に応

じて協力しあっている。

・読みやすい字で書いたり

意欲的に書き直したりし

ている。

・言語活動において,自ら

学んだ表現などを使って

いる。

・必要に応じて辞書などを

活用している。

上

(正確な筆記)

・文法に従って,正しく書

くことができる。

・書こうとすることを読み

手に正確に伝えることが

できる。

表現の能力

田 陽 郎

(コミュニケーションの継

続)

・理解してもらえるように,

別の語句や表現で言い換

えたり,説明して伝える

などの工夫をしている。

・表現できないところがあっ

ても知っている語句や表

現を用いて書き続けてい

る。

理解の能力

(適切な筆記)

・伝えたい内容,読み手,

ジャンルなどによって,

語句や表現,文章形式を

選択し書くことができる。

・文のつながりや構成を考

えた文章を書くことがで

きる。

・内容を整理し,必要な分

量を書くことができる。

言語や文化についての
知識・理解

「評価基準の作成,評価方法の工夫改善のための参考資料一評価規準,評価方法等の研究開発(報告)ー」,

国立教育政策研究所(2002.2)より抜粋

(言語についての知識)

・文字や符号などを使い分

ける知識を身に付けてい

る。

・語句や文の使い分けがわ

かる。

・場面や状況にふさわしい

表現を知っている。

・文構造についての知識が

ある。

②どのように評価していくのか

本校は,本年度「平成15年度全国的かつ総合的な学力調査の実施に係る研究指定校」とな

り,特に評価にかかわる調査研究を進めていくこととなった。それにあたって,これまでの実

践を評価の視点から捉えなおし,評価に関する研究を行った。

(文化についての理解)

・家庭,学校や社会におけ

る日常の生活や風俗習慣

などを理解している。

・人々のものの見方や考え

方などの違いについて理

解している。
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践2 実

本年度は特に「豊かな表現力」をはぐくむための指導と評価のあり方について考えてきた。そこ

で次のような実践を通して生徒の表現力の向上に努めてきた。

(1)話す能力を伸ぱすために~インタヴューテスト~

話す活動を中心に構成された教科書

の'1et'S Talk"の題材を用いて,言 1

語活動への取組と正確な発話と適切な

発話について個々に評価をおこなって

いる。この題材は通常使用している教

科書の中の,主に「話すこと」に重点

を置いた内容である。

評価する観点は,「話すこと」にお

英語科における指導と評価の実践

ける関心・意欲・態度,そして「話す 1

カ」における「適切な発話」「正確な

発話」とした。

ノ

(2)書く能力を伸ばすために~英作文添削~

こちらも教科書の「書くこと」を中心とした内容を扱う時間に行った。書くことの指導には個々

のレベルに応じた指導が必要で,個別の指導にならざるを得ない。また,生徒の書きたい英語と

能力の間のギャップが大きければ大きいほど教師の手助けが必要となる。そのギャップを埋める

ために生徒に力がつけられるよう支援していくのであるが,その支援の方法や程度の問題等は,

目の前にいる生徒をどのように見取るかによって対応はさまざまである。

今回の英作文添削で大切にしたことは,生徒が書いたものを教師が生徒のいないところで添削

し返却する方法ではなく,生徒の目の前でどこを工夫したらよいかや手直しするところはどこか

を伝えることである。この方法でおこなってよかった点は,生徒に表現したいことを確認でき,

他の言い回しができないか一緒に考えることができたり,単に単語レベルで援助が必要であれば,

辞書の引き方を伝えることができるなど個に応じた指導ができた。
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(3)表現力の基礎となる言語材料の習得のために~小テストの実施~

自分の思いや考えを適切に,かつ正確に伝えようとするならば言語材料の習得は欠かせない。

自分の発した(表記した)英語が相手に伝わるのだという自信とコミュニケーションの楽しさを

身につけた生徒にとっては,単語や文法の習得はその後の外国語学習においてはそう苦になるも

のではないであろう。

この活動は前時に範囲を指定し,その中の「単語」「新出文型」を筆記によって,「本文の内容」

を聞き取りによって確認をするというものである。授業の最初のところで小テストを行い,評価

をおこなった。



3 考

以上の実践から次のことについて考察していきたい。

・実践した評価活動が,生徒にとって表現力をはぐくむのに適切であったかどぅか。

・生徒が評価をどのように受け止め,教師にどのような支援を求めているのか。

年度の終わりに次のような「授業に関するアンケート」を実施した。(2年生対象)

英語の授業に関するアンケート(評価に関して)

上 田

このアンケートは,英語の授業においての評価についてまとめ,授業に生かすものです。

成績等には一切関係ありません。

陽

生徒番号

郎

QI.ひとりひとり行った会話のテストほ.

英語を話す力をつけるのに役に立ちましたか。

Q2.ひとりひとり行った英作文の添削は,

英語を書く力をつけるのに役に立ちましたか。

Q3.ユニットごとの小テストは,

英語を聞く力を伸ぱすために役に立ちましたか。

Q4.ユニットごとの小テストほ,

英語の単語を覚えるのに役に立ちましたか。

Q5.ユニットごとの小テストほ,

文の形(語1順など)を覚えるのに役に立ちましたか。

Q6.英語の定期テストほ

氏名
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Q7 授業でためになっていると思うのはどんなことですか。

:新しい単語の練習

:声に出して文章を読む練習

:友だち同士でワークシートを使った活動

:りりアン先生の授業

:会話テスト

授業の中でためになっていないことはどのようなことですかQ8.

:新しい文型の練習:新しい単語の練習
:友だち同士での対話の練習:声に出して文章を読む練習

:友だち同士でワークシートを使った活動 :先生との会話の練習

:先生の説明:りりアン先生の授業

:英作文の添削:会話テスト

恩、う::::思わない

思う::::思わない

Q9.みなさんの力を伸ぱすために,評価をどのようにしたらよいと思いますか。

次の中に自分の考えと近いものを選んでください。

:会話のテストの後に,アドバイスがある。

:会話のテストの後に,自分の評定(ABC)がわかる。

:添削と同時に,アドバイスがある。

:添削と同時に,自分の評定(ABC)がわかる。

思う::::思わない

思う::::思わない

:新しい文型の練習

:友だち同士での対話の練習

:先生との会話の練習

:先生の説明

:英作文の添削

思う::::思わない

難しい::::難しくない

全
く

あ
ま
り

ど
ち
ら
か
と
い
ぇ
ぱ

大
変

察



アンケートの結果は次のようになった。

A-1インタビューテストは話す力を
つけるのに役立ったか

Jつ

英語科における指導と評価の実践

A-2 英作文の添削は書く力をっける
のに役立ったか

小テスNネ単語を覚えるのに役立ったかA-4
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小テスHネ文型を覚えるのに役立ったかA-5
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回
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回
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な
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0

田上

無
回
答

英
作
文
の
添
削

教
師
の
説
明

教
師
と
の
会
話
の
練
習

友
達
同
士
で
の
対
話
練
習

新
出
文
型
の
練
習

会
話
テ
ス
ト

A
L
T
と
の
授
業

友
達
と
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
活
動

音
読
練
習

新
出
単
語
練
習

5

0

無
回
答

英
作
文
の
添
削

教
師
の
説
明

教
師
と
の
会
話
の
練
習

友
達
同
士
で
の
対
話
練
習

新
出
文
型
の
練
習

会
話
テ
ス
ト

A
L
T
と
の
授
業

友
達
と
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
活
動

音
読
練
習

新
出
単
語
練
習

0

無
回
答

添
削
と
同
時
に
評
価
が
わ
か
る

会
話
テ
ス
ト
後
に
評
価
が
わ
か
る

△
=
話
テ
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ト
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バ
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B-1 授業の中でためになっていると思うことは複
数回答)

郎

B-2 授業の中でためになっていないと思うことは

複数回答)
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評価をどのよ魂こしたらよいか蝮数回答)C -1
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今回行った評価方法について生徒の反応は概ね好感を持って受け入れていると考えられる。特に添

削指導については「大変自分のためになった」と考える生徒が半数を超えている。インタヴューテス

トについても「どちらかといえば役に立った」と考える生徒を含めると約9割の生徒にとって効果的

であったと考えられる。一方,小テストについてはテストの内容によって差がみられた。言語材料を

習得するための単語テストは効果的であったと老える生徒が多くみられる反面,聞き取りの活動や文

型確認テストはあまり力がついたと感じられなかった生徒が,他の学習活動よりも多く見られた。

このことから,「話すこと」における「適切な発話,正確な発話」や「書くこと」における「適切

な筆記」の評価については生徒の二ーズと合致したものがあり,生徒の能力を評価するのに有効とで

あると同時に,個々の生徒にきめ細かく指導できると老えられる。評価したその時点での生徒の能力

を把握し,指導に生かしていくにはこうした指導と評価の一体化が大切ではないかと考えられる。

「インタヴュー」での「話すこと」の評価より「添削」による「書くこと」への指導の方が「より

役立った」と捉える生徒が多いという結果が見られた。一方「聞くこと」における「適切な聞き取り,

正確な聞き取り」の評価方法については,生徒が自分の力が伸びたかどぅか実感するにはいたってい

ない面もあったと推測される。言語材料の習得状況の評価についても,文型を理解し定着させること

が,4つの技能を伸ばしていくために不可欠であることの意識が生徒にしっかりと伝わっていなかっ

た面があり,今後の課題であると老える。

また,日々の授業への改善点も見えてきている。「ALTとの授業」や「友だちとのコミュニケー

ション活動」は自分の能力を高める活動ととらえている生徒が他の項目に比べると少なかった。この

結果はややもすると「力をつける」ということが単に「言語材料の習得のみ」であるという意識につ

ながりかねない。習得した知識を使用できる場作りの工夫がこれからももっと必要であると強く感じ

、-0

英語科における指導と評価の実践

おわりに

表現力をはぐくむ指導と評価の実践を通して,今後も評価方法について研究を深めていきたいと考

えている。その際に,生徒の実態に即したものであることと,教師の過度な負担にならないものであ

ることに留意したい。また「評価のための評価」ならぬよう,生徒の指導に生かすことができ,ひい

ては生徒の能力の向上に役立つものであるようにしていきたい。
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